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議
長
就
任
の
ご
挨
拶

■
■
教
会

嵐

護

先
の
第
六
四
回
教
区
定
期
総
会
に
お
い
て
、
総

会
議
長
に
選
ば
れ
、
畏
れ
を
も
っ
て
お
受
け
し
ま

し
た
。
大
塚

忍
副
議
長
、
中
井
大
介
書
記
と
も

ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
所
信
と
い

う
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
ど

れ
だ
け
達
成
で
き
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
総
会
で
は
、
教
区
の
情
報
が
各
教
会
に

適
宜
、
適
切
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
意
見
が
強

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
の
発
信
と
共
有
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
、
直
近
で
は
常
置
委
員
会
の

情
報
を
議
事
録
の
完
結
を
待
つ
ま
で
も
な
く
各
教

会
に
お
届
け
す
る
に
は
ど
う
い
う
方
法
が
あ
る
か

考
え
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
常
置
委
員
の
構
成
が
教
職
四
名
、
信
徒

三
名
で
あ
る
こ
と
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
の
共
有
と
合
わ
せ
て
、
本
件
の
よ
う
な
常
置

委
員
会
の
在
り
方
、
ひ
い
て
は
教
区
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
各
教
会
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
の
場
を
ど
の
よ
う
に
し
て
持
つ
こ
と
が
で

き
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
常
置

委
員
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
が
、
教
区
の
活
動

の
中
で
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
い
は
教
会
の
訪
問
、

地
区
協
議
会
へ
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
ら
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
う
か
が

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
具
体
的
な
話
し
合
い
を
通
し
て
、
教

区
の
各
教
会
が
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
地
域
の
宣

教
に
取
り
組
む
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
高
齢
化
、
情
報
化
と
い
う
時
代
の
趨

勢
に
沿
っ
た
教
会
の
将
来
像
は
ど
う
な
の
か
に
つ

い
て
も
率
直
に
語
り
合
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

第
三
に
、
信
徒
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
教

区
の
活
動
で
あ
り
た
い
と
念
じ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
各
部
委
員
会
が
計
画
す
る
諸
行
事
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
従
来
の
慣
習
や
取
決

め
に
は
し
な
や
か
に
対
応
し
て
、
大
胆
な
発
想
で

企
画
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

今
年
度
申
請
し
て
い
ま
す
教
団
の
伝
道
資
金
に
つ

い
て
、
制
度
自
体
が
こ
れ
か
ら
内
容
を
固
め
て
い

く
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
東
中
国
教

区
の
実
情
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
よ
り
良
い
方
途
を

さ
ぐ
り
、
建
設
的
な
提
言
を
視
野
に
入
れ
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。

第
四
は
、「
中
期
宣
教
基
本
計
画
(案
)」
の
取
り

扱
い
で
す
。
前
期
の
常
置
委
員
会
で
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
提
言
し
た
各
項
目
ご
と
に
実
行

案
に
近
い
形
の
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

常
置
委
員
会
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
各
教
会
と

情
報
を
共
有
で
き
ず
、
ひ
い
て
は
認
識
を
共
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
第
六
四
回
総

会
に
は
議
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
期

五
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検

討
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
報
告
書
に
関
し
て
は
様
々
の

意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
二
〇

一
四
年
度
第
六
三
回
定
期
教
区
総
会
で
審
議
未
了

廃
案
な
っ
た
ま
ま
、
中
途
半
端
な
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
何
ら
か
の
形
で
結
論
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
総
会
議
案
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
、
内
容
を
実
質
化
し
て

毎
年
度
の
予
算
措
置
で
対
応
で
き
な
い
も
の
か
を

含
め
て
常
置
委
員
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
が
、

あ
わ
せ
て
、
各
地
区
、
各
教
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聴
き
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
教
区
は
、
一
九
九
五
年
第
四
四

回
定
期
教
区
総
会
で
「
東
中
国
教
区
宣
教
方
策
」

を
可
決
し
て
い
ま
す
。
五
月
の
第
六
四
回
総
会
で
、

「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
撤
回
」「
沖
縄
の
県
民

の
声
を
尊
重
し
て
下
さ
い
」
の
二
声
明
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
が
、
内
容
的
に
は
こ
の
「
宣
教
基
本
方
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策
」
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

教
団
と
の
関
係
で
は
、「
改
訂
宣
教
基
礎
理
論
(第

二
次
草
案
)」が
本
年
一
月
に
各
教
会
に
送
付
さ
れ
、

教
団
は
「
期
限
は
定
め
な
い
も
の
の
第
三
八
総
会

期
中
に
意
見
を
ま
と
め
上
げ
、
改
訂
さ
れ
た
新
し

い
宣
教
基
礎
理
論
を
生
み
出
し
た
い
」
と
し
て
い

ま
す
。「
宣
教
基
本
方
策
」
を
有
す
る
東
中
国
教

区
と
し
て
は
、
こ
の
教
団
か
ら
の
問
い
か
け
を
な

お
ざ
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
教
会
の

意
見
を
お
聴
き
す
る
中
で
、
担
当
委
員
会
、
常
置

委
員
会
で
教
区
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
教
区
の
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
「
主
に
あ
っ
て
一

つ
」
と
信
じ
ま
す
か
ら
、
主
の
栄
光
を
現
す
た
め

に
各
々
の
馳
せ
場
に
遣
わ
さ
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
う
え
に
、
主
に
あ
る
平
和
が
あ
り
ま
す

よ
う
祈
り
ま
す
。

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

■
■
教
会

大
塚

忍

第
六
四
回
東
中
国
教
区
定
期
総
会
に
お
い
て
副

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
神
さ
ま

の
召
し
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
畏
れ
つ
つ
謙
虚
に

そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
に
、
わ
た
し
た
ち
人
間
は
被
造
物
で
あ
り
な
が

ら
も
自
分
の
言
葉
と
行
い
を
絶
対
化
し
、
神
の
よ

う
に
振
舞
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
面
が
わ
た
し
自
身
に
も
あ
る
こ
と
を
告
白

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
立
ち
止
ま
り

「
わ
た
し
は
既
に
そ
れ
を
得
た
と
い
う
わ
け
で
な

く
、
既
に
完
全
な
者
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
何
と
か
し
て
捕
ら
え
よ
う
と
努
め
て

い
る
の
で
す
」
と
の
み
言
葉
を
想
起
し
、
真
理
は

た
だ
神
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
前
提
に
固
く
た
っ

て
、
繰
り
返
し
み
言
葉
に
聞
き
、
み
言
葉
に
打
ち

砕
か
れ
な
が
ら
与
え
ら
れ
た
役
割
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
「
変
え
る
べ
き
も
の
」
と
「
変

え
て
は
な
ら
な
ら
な
い
も
の
」
を
見
極
め
る
知
恵

が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
知
恵
を
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の

言
葉
と
振
る
舞
い
の
中
に
求
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
教
区
内
の
教
会
に
集
っ
て
お
ら
れ
る
教

会
の
皆
さ
ま
と
の
「
出
会
い
」
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
る
出
会
い

に
感
謝
し
、
お
一
人
お
一
人
が
語
ら
れ
る
言
葉
を

大
切
に
し
、
祈
り
合
い
支
え
あ
い
な
が
ら
皆
さ
ま

と
共
に
与
え
ら
れ
る
課
題
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

書
記
就
任
の
ご
挨
拶

■
■
教
会

中
井
大
介

こ
の
た
び
東
中
国
教
区
第
六
四
総
会
期
の
書
記

に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
倉
敷
教
会
主
任
の
中
井

大
介
で
す
。
二
〇
一
三
年
度
末
ま
で
大
阪
教
区
に

お
り
教
師
委
員
長
、
宣
教
部
委
員
長
を
拝
命
し
て

お
り
ま
し
た
。
大
阪
教
区
で
は
私
の
在
任
中
に
現

職
教
師
が
二
名
召
天
さ
れ
、
教
師
の
ご
家
族
や
教

会
員
、
教
区
の
友
だ
ち
と
共
に
悲
し
み
を
味
わ
う

経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
直
後
か
ら
数
年
に
わ
た
る
教
区
活
動
に
携

わ
り
、
二
〇
一
四
年
度
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
教
区

か
ら
の
被
災
地
ツ
ア
ー
企
画
の
準
備
に
取
り
か
か

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
個

人
、
家
庭
、
教
会
で
は
担
い
得
な
い
課
題
を
一
緒

に
祈
り
考
え
ら
れ
る
場
所
が
教
区
で
す
。
そ
し
て

教
会
と
い
う
「
暖
か
い
家
庭
」
を
拠
り
所
と
し
つ

つ
、
教
会
が
普
遍
的
に
担
う
べ
き
宣
教
の
課
題
に

協
働
で
き
る
場
所
が
教
区
で
す
。
ま
た
厳
し
い
時

代
に
お
い
て
、
准
允
・
按
手
礼
を
施
し
て
牧
者
を

立
た
し
め
る
の
も
教
区
で
す
。
そ
の
よ
う
な
教
区

の
一
機
能
で
あ
る
書
記
の
職
責
を
担
わ
せ
て
頂
く

こ
と
を
畏
れ
つ
つ
も
覚
悟
い
た
し
ま
し
た
。
牧
者

は
信
徒
に
祈
ら
れ
る
か
ら
牧
者
た
り
得
る
、
と
先

輩
に
い
わ
れ
た
言
葉
を
謙
虚
に
受
け
止
め
つ
つ
、

教
区
に
お
仕
え
申
し
上
げ
ま
す
。
欠
け
た
る
人
間

で
あ
る
こ
と
の
自
覚
か
ら
職
務
に
邁
進
い
た
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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る
件
「
第
六
四
回
東
中
国
教
区
総
会
《
議
長
報

告
》
に
代
え
て
」
と
題
し
て
、
第
六
三
総
会
期

常
置
委
員
会
を
代
表
し
て
森
嶋
道
常
置
委
員
よ

り
報
告
さ
れ
た
。

•
第
六
三
回
教
区
総
会
を
め
ぐ
る
経
緯

•
「
中
期
宣
教
計
画
」
を
め
ぐ
る
経
緯

•
議
長
、
副
議
長
、
書
記
の
辞
任
を
巡
る
経
緯

•
伝
道
資
金
を
め
ぐ
る
経
緯

質
疑
応
答
の
後
、
教
区
規
則
第
三
四
条
に
よ
る

以
下
の
事
項
を
議
場
に
諮
り
承
認
さ
れ
た
。

●
第
一
回
常
置
委
員
会
に
お
け
る
書
記
辞
任
の

件

●
第
一
回
常
置
委
員
会
に
お
け
る
書
記
選

挙
の
件

●
第
五
回
常
置
委
員
会
に
お
け
る
議

長
辞
任
の
件

●
第
八
回
常
置
委
員
会
に
お
け

る
書
記
辞
任
の
件

●
第
八
回
常
置
委
員
会
に

お
け
る
副
議
長
辞
任
の
件

●
第
八
回
常
置
委

員
会
に
お
け
る
書
記
選
挙
の
件

◆
続
い
て
教
区
規
則
第
一
〇
条
二
項
に
よ
る
以

下
の
事
項
に
つ
い
て
議
場
に
諮
り
、
全
て
承
認

さ
れ
た
。

①

第
九
回
常
置
委
員
会
に
お
け
る
議
長
選
挙

の
件

②

第
九
回
常
置
委
員
会
に
お
け
る
副
議
長
選

挙
の
件

(六
)教
区
総
会
議
長
選
挙
に
関
す
る
件
(議
案
第

五
号
)議
長
選
挙
の
結
果
、
嵐
護
議
員
が
新
議

長
に
選
出
さ
れ
た
。

(七
)教
区
総
会
副
議
長
選
挙
に
関
す
る
件
(議
案

第
六
号
)副
議
長
選
挙
の
結
果
、
大
塚
忍
議
員

が
新
副
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

(八
)教
区
書
記
選
挙
に
関
す
る
件
(議
案
第
七
号
)

議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
よ
っ
て
中
井
大
介
議

員
が
推
薦
さ
れ
、
議
場
は
こ
れ
を
承
認
し
た
。

(九
)各
地
区
・
各
部
委
員
会
報
告
に
関
す
る
件
報

告
審
査
委
員
会
に
回
付
さ
れ
た
。

(一
〇
)二
〇
一
四
年
度
教
区
歳
入
歳
出
決
算
承
認

に
関
す
る
件
(議
案
第
八
号
)

(一
一
)会
計
監
査
報
告
に
関
す
る
件

松
田
章
義

財
務
委
員
長
、
阪
西
恵
理
子
会
計
監
査
委
員
よ

り
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
財
務
審
査
委
員
会

に
回
付
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

(一
二
)教
区
常
置
委
員
選
挙
に
関
す
る
件
(議
案

第
九
号

(一
三
)教
会
合
併
承
認
に
関
す
る
件

高
倉
教
会

と
津
山
福
音
教
会
の
合
併
が
承
認
さ
れ
、
今
後

の
名
称
は
高
倉
教
会
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

(一
四
)准
允
式
執
行
に
関
す
る
件

野
々
川
藍
師

(米
子
教
会
、
日
野
教
会
、
西
伯
法
勝
寺
教
会
)

の
准
允
執
行
を
承
認
し
た
。

(一
五
)伝
道
所
開
設
に
関
す
る
件

常
置
委
員
会

付
託
を
承
認
し
た
。

(一
六
)総
会
特
別
委
員
会
、
総
会
常
任
委
員
会
報

告
に
関
す
る
件

各
委
員
会
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
、
議
場
は
こ
れ
を
承
認
し
た
。

(一
七
)各
部
委
員
選
任
に
関
す
る
件
(議
案
第
一

三
号
)大
塚
忍
選
考
委
員
長
よ
り
提
案
が
あ
り
、

正
議
員
六
二
名
中
五
一
名
の
賛
成
を
も
っ
て
可

決
し
た
。

二
〇
一
五
〜
二
〇
一
六
年
度

常
設
委
員
会

☆
宣
教
部

教
育
委
員
会
(五
名
)

奥
田
望
(招
集
者
)、
松
井
初
、
阪
西
恵
理
子
、

嶋
村
輝
子
、
武
藤
勇

☆
宣
教
部

社
会
委
員
会
(五
名
)

延
籐
好
英
(招
集
者
)、
森
嶋
道
、
平
川
英
勝
、

土
井
し
の
ぶ
、
笹
井
健
匡

☆
宣
教
部

伝
道
委
員
会
(五
名
)

第
六
四
回
東
中
国
教
区
定
期
総
会
報
告

■
■
教
会

中
井
大
介

日
時
：
二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日
(月
)

一
三
時
〇
〇
分
〜

五
月
二
六
日
(火
)一
五
時
五
八
分

場
所
：
日
本
基
督
教
団

鳥
取
教
会

◆
組
織
会
(出
席
議
員
数
の
確
認
と
開
会
宣
言
)

正
議
員
八
九
名
中
六
九
名
出
席
(出
席
率
約
七

七
・
五
％
)。
嵐
護
議
長
に
よ
っ
て
、
開
会
宣
言

並
び
に
開
会
祈
祷
が
な
さ
れ
た
。

(一
)補
助
書
記
選
任
に
関
す
る
件
(議
案
第
一
号
)

森
言
一
郎
議
員
(旭
東
教
会
)、
有
岡
史
季
議
員

(倉
敷
教
会
)を
選
任
し
た
。

(二
)第
六
四
回
定
期
総
会
執
行
順
序
(案
)承
認
に

関
す
る
件
(議
案
第
二
号
)

◎
緊
急
議
案
「
国
会
へ
の
『
安
全
保
障
関
連
法

案
』
の
提
出
に
抗
議
し
、
撤
回
を
強
く
求
め
ま

す
」
(提
案
者
：
常
置
委
員
会
)を
議
案
第
一
七

号
と
し
て
、「
沖
縄
の
県
民
の
声
を
尊
重
し
て

下
さ
い
」
(提
案
者
：
常
置
委
員
会
)を
議
案
第

一
八
号
と
し
て
取
り
扱
う
事
が
承
認
さ
れ
た
。

(三
)推
薦
准
議
員
に
関
す
る
件
(議
案
第
三
号
)賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
し
た
。

(四
)総
会
特
別
委
員
、
総
会
常
任
委
員
選
任
に
関

す
る
件
(議
案
第
四
号
)

◆
総
会
特
別
委
員
(議
事
運
営
委
員
、
報
告
審

査
委
員
、
財
務
審
査
委
員
、
建
議
・
請
願
審
査

委
員
、
選
挙
委
員
)。

◆
総
会
常
任
委
員
(会
計
監
査
委
員
、
教
会
記

録
審
査
委
員
)。
以
上
、
各
委
員
を
選
任
し
た
。

(五
)常
置
委
員
会
報
告
・
教
勢
教
務
報
告
に
関
す
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田
中
寿
明
(招
集
者
)、
橋
原
正
彦
、

難
波
幸
矢
、
宮
脇
俊
昭
、
田
中
英
也

☆
教
師
部
委
員
会
(五
名
)

柴
田
彰
(招
集
者
)、
葉
以
潔
、
山
本
博
之
、

山
田
忠
義

☆
財
務
部
委
員
会
(三
名
)

松
田
章
義
(招
集
者
)、
濱
上
進
、
松
原
慎
一

☆
教
区
ニ
ュ
ー
ス
誌
委
員
会
(五
名
)

廣
田
崇
示
(招
集
者
)、
有
岡
史
季
、

森
言
一
郎
、
佐
藤
孝
志

(一
八
)負
担
金
算
出
賦
課
案
に
関
す
る
件
(議
案

第
一
四
号
)

(一
九
)二
〇
一
五
年
度
教
区
歳
入
歳
出
予
算
に
関

す
る
件
(議
案
第
一
五
号
)上
記
二
議
案
が
一
括

上
程
さ
れ
た
。
松
田
章
義
財
務
部
委
員
長
よ
り
、

負
担
金
賦
課
案
が
説
明
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
議
案
第

一
五
号
が
松
田
章
義
財
務
部
委
員
長
よ
り
説
明

さ
れ
、
審
議
の
後
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

(二
〇
)緊
急
議
案

「
国
会
へ
の
『
安
全
保
障
関

連
法
案
』
の
提
出
に
抗
議
し
、
撤
回
を
強
く
求

め
ま
す
」
(提
案
者
：
常
置
委
員
会
)(議
案
第
一

七
号
)

賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
し
た
。

(二
一
)緊
急
議
案

「
沖
縄
の
県
民
の
声
を
尊
重

し
て
下
さ
い
」
(提
案
者
：
常
置
委
員
会
)(議
案

第
一
八
号
)
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
し
た
。

(二
二
)二
〇
一
五
年
度
内
の
准
允
・
按
手
に
関
す

る
件
(議
案
第
一
六
号
)
可
決

(二
三
)第
六
四
回
定
期
総
会
議
事
録
の
取
扱
い
に

関
す
る
件
(議
案
第
一
九
号
)常
置
委
員
会
に
付

託
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

(二
四
)第
六
五
回
定
期
総
会
開
催
日
時
・
場
所
に

関
す
る
件
(議
案
第
二
〇
号
)常
置
委
員
会
に
付

託
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

閉
会
・
・
・
嵐
護
議
長
に
よ
っ
て
、
閉
会
挨
拶
、

閉
会
宣
言
並
び
に
閉
会
祈
祷
が
な
さ
れ
た
。

選
挙
結
果
一
覧

(六
)
教
区
総
会
議
長
選
挙
に
関
す
る
件

(議
案
第
五
号
)予
備
選
挙
結
果
(上
位
三
位
)

有
効
投
票
総
数

六
七
票
(内
白
票
二
)、

無
効
票
〇

大
塚

忍

岡
山
・
光
明
園
家
族

服
部

修

蕃
山
町

嵐

護

琴
浦
・
総
社

得
票
数
は
伏
し
て
発
表
。
議
員
番
号
順
で
表
記
。

各
候
補
者
よ
り
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。

本
選
挙
結
果

有
効
投
票
総
数
六
七
票
、

白
票
〇
、
無
効
票
〇

嵐

護

琴
浦
・
総
社

三
四

服
部

修

蕃
山
町

三
一

大
塚

忍

岡
山
・
光
明
園
家
族

二

選
挙
の
結
果
、
嵐
護
議
員
が
新
議
長
に
当
選
し

た
。

(七
)
教
区
副
議
長
選
挙
に
関
す
る
件

(議
案
第
六
号
)予
備
選
挙
結
果

有
効
投
票
総
数

六
六
票

白
票
四
、
無
効
票
〇

大
塚

忍

岡
山
・
光
明
園
家
族

服
部

修

蕃
山
町

奥
田

望

上
井
・
倉
吉
復
活

得
票
数
は
伏
し
て
発
表
。
議
員
番
号
順
で
表
記
。

各
候
補
者
よ
り
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。

本
選
挙
結
果

有
効
投
票
総
数

六
六
票

白
票
二
、
無
効
票
〇

大
塚

忍

岡
山
・
光
明
園
家
族

三
八

奥
田

望

上
井
・
倉
吉
復
活

一
四

服
部

修

蕃
山
町

一
二

選
挙
の
結
果
、
大
塚
忍
議
員
が
新
副
議
長
に
当

選
し
た
。

(一
二
)教
区
常
置
委
員
選
挙
に
関
す
る
件

(議
案
第
九
号
)

教
師
常
置
委
員
予
備
選
挙
結
果
(議
員
番
号
順
)

定
数
四
名
の
倍
数
候
補
と
し
て
、
上
位
八
位
の

九
名
が
選
出
さ
れ
た
。

有
効
投
票
総
数

二
三
八
票

(内
白
票
二
七
)、
無
効
票
〇

山
本
修
一

津
山
城
西
・
美
作
落
合

服
部

修

蕃
山
町

延
籐
好
英

和
気
・
三
石
・
勝
山
・
久
世

田
中
寿
明

天
城

橋
原
正
彦

鳥
取

廣
田
崇
示

鳥
取
信
和

森
嶋

道

湖
山

柴
田

彰

倉
吉

奥
田

望

上
井
・
倉
吉
復
活

得
票
数
は
伏
し
て
発
表
。
議
員
番
号
順
で
表
記
。

各
候
補
者
よ
り
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。

教
師
常
置
委
員
本
選
挙
結
果

(
)は
補
充
員

有
効
投
票
総
数

二
四
四
票

(内
白
票
二
六
)、
無
効
票
三

一

柴
田

彰

倉
吉

四
九

二

田
中
寿
明

天
城

三
五

三

森
嶋

道

湖
山

三
四

四

奥
田

望

上
井
・
倉
吉
復
活

三
二
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常
置
委
員
就
任
の
ご
挨
拶

●
奥
田

望
…
上
井
教
会私

の
よ
う
な
者
を
教
区
の

常
置
委
員
に
選
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
し
つ
つ
、
教
区
内

諸
教
会
の
交
わ
り
の
た
め

に
少
し
で
も
お
仕
え
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

●
柴
田

彰
…
倉
吉
教
会神

さ
ま
の
な
さ
る
こ
と
に

困
惑
し
て
い
ま
す
。
た
だ

た
だ
、
主
に
あ
る
皆
さ
ん

に
お
祈
り
い
た
だ
き
、
務

め
が
全
う
で
き
ま
す
よ
う

に
。
前
に
歩
み
出
せ
る
教
区
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

●
田
中
寿
明
…
天
城
教
会教

区
の
皆
様
が
選
ん
で
く

だ
さ
っ
た
事
を
神
様
か
ら

の
使
命
と
受
け
止
め
、
今

の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
祈
り
求
め
な
が
ら

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
支
え
下
さ
い
。

●
土
井
し
の
ぶ
…
総
社
教
会

再
出
発
し
て
丸
二
年
の
小
さ
な
総
社
教
会
で
す
が
、

(五
)延
藤
好
英

和
気
・
三
石
・
勝
山
・
久
世

一
七

(六
)服
部

修

蕃
山
町

一
五

七

山
本
修
一

津
山
城
西
・
美
作
落
合
一
四

八

廣
田
崇
示

鳥
取
信
和

一
〇

九

橋
原
正
彦

鳥
取

九

信
徒
常
置
委
員
予
備
選
挙
結
果
(議
員
番
号
順
)

定
数
三
名
の
倍
数
候
補
と
し
て
、
上
位
六
名
が

選
出
さ
れ
た

有
効
投
票
総
数

一
五
六
票

(内
白
票
二
三
)、
無
効
票
〇

難
波
幸
矢

光
明
園
家
族

濱
上

進

倉
敷
水
島

土
井
し
の
ぶ

総
社

國
岡
啓
二

用
瀬

田
中
英
也

上
井

松
田
章
義

鳥
取

得
票
数
は
伏
し
て
発
表
。
議
員
番
号
順
で
表
記
。

各
候
補
者
よ
り
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。

信
徒
常
置
委
員
本
選
挙
結
果

(
)は
補
充
員

有
効
投
票
総
数

一
八
三
票

(内
白
票
一
二
)、
無
効
票
一

一

松
田
章
義

鳥
取

三
八

二

濱
上

進

倉
敷
水
島

三
五

三

土
井
し
の
ぶ

総
社

三
四

(四
)難
波
幸
矢

光
明
園
家
族

二
八

(五
)田
中
英
也

上
井

二
六

六

國
岡
啓
二

用
瀬

九
以
上

「
キ
リ
ス
ト
の
灯
を
輝
か

せ
よ
う
」
と
地
区
の
教
会

が
毎
日
曜
日
に
は
牧
師
を

派
遣
し
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。
祈
り
あ
い
、
繋
が
る

喜
び
を
感
謝
し
、
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
濵
上

進
…
倉
敷
水
島
教
会

初
め
て
常
置
委
員
に
選
ば

れ
、
重
責
を
感
じ
て
い
ま

す
。
課
題
の
多
い
教
区
組

織
と
各
教
会
の
信
徒
方
と

の
間
の
、
潤
滑
油
か
接
着

剤
に
な
れ
れ
ば
良
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お

祈
り
下
さ
い
。

●
松
田
章
義
…
鳥
取
教
会「

和
解
し
て
宣
教
に
専

念
」
…
こ
こ
数
年
間
、
東

中
国
教
区
の
活
動
は
、
対

立
と
混
乱
が
続
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
懺
悔
と
和
解

に
よ
り
、
共
に
宣
教
に
励
む
新
た
な
教
区
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
森
嶋

道
…
湖
山
教
会常

置
委
員
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
湖
山
教
会
の
森
嶋

で
す
。
皆
様
の
気
持
ち
を

お
受
け
し
な
が
ら
、
未
熟

な
せ
い
で
教
区
の
働
き
を

果
た
せ
て
い
る
の
か
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
も

し
、
神
様
の
御
心
で
あ
れ
ば
、
与
え
ら
れ
た
働
き

に
力
を
灌
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
･ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口

毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

電
話
番
号

０
９
０
-１
３
３
０
-８
７
３
０
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は
聖
書
の
教
え
を
守
る
こ
と
で
迫
害
を
克
服
し
て
、

明
治
二
十
二
年
に
は
現
在
の
会
堂
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
後
、
教
会
は
高
梁
の
町
に
根
付
い

て
行
き
ま
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
高
梁
で
も

共
働
き
の
家
庭
が
増
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
鍵
っ
子
」

が
地
域
の
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
中
島

信
義
牧
師
は
こ
う
い
っ
た
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
託
児
所
「
ひ
か
り
園
」
を
開
園
し
て
十

二
年
以
上
の
間
、
多
い
と
き
で
は
六
十
名
以
上
の

幼
稚
園
児
や
小
学
校
低
学
年
児
童
を
預
か
り
、
通

常
の
保
育
に
加
え
て
英
会
話
や
お
茶
の
お
稽
古
な

ど
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
教
育
を
し
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
当
時
は
年
に
一
度
大
が
か
り
な
バ
ザ
ー
を

開
催
し
教
会
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

一
九
九
八
年

よ
り
、
毎
年
十

二
月
に
は
市
の

青
年
団
体
が
催

す
ク
リ
ス
マ
ス

・
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
周
辺
部
(美

観
地
区
)の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に

教
会
堂
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
造

ら
れ
た
会
堂
は
県
の
文
化
財
で
も
あ
り
、
近
年
で

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
影
響
な

ど
も
あ
り
、
市
の
関
係
や
一
部
の
観
光
客
に
注
目

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
地
域
の
町
お
こ

し
の
面
で
も
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
牧
師
は
八
木
橋
康
広
牧
師
で
歴
代
二
十

一
代
目
と
な
ら
れ
ま
す
。
毎
週
日
曜
日
の
礼
拝
に

は
二
十
名
か
ら
三
十
名
前
後
の
方
が
集
い
ま
す
。

他
に
婦
人
会
主
催
の
週
に
一
度
の
聖
書
研
究
会
、

月
に
一
度
の
有
志
に
よ
る
聖
句
書
道
教
室
な
ど
が

日
常
の
主
な
活
動
で
す
。
そ
の
他
毎
年
一
回
は
外

部
か
ら
講
師
の
先
生
を
迎
え
て
伝
道
の
た
め
講
演

形
式
で
特
別
の
礼
拝
を
守
り
ま
す
。
ま
た
ク
リ
ス

マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
に
は
、
教
会
外
部
か
ら
も
数
多

く
の
市
民
の
方
が
参
加
し
て
蝋
燭
の
灯
の
中
で
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
祝
う
燭
火
礼
拝
を
守

り
ま
す
。

現
在
の
教
会
の
課
題
と
し
て
は
、
地
域
全
体
が

少
子
高
齢
化
し
て
ゆ
き
、
教
会
も
同
じ
よ
う
な
傾

向
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
地
域
に
伝
道
し
て
後
継

者
を
育
て
て
行
く
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
(高
梁
教
会

泉
妙
子
)

教
会
紹
介

高

梁

教

会

高
梁
教
会
は
、
一
八
八
二
年
(明
治
一
五
)に
創

立
さ
れ
今
年
で
一
三
三
年
と
な
り
ま
す
。
山
間
部

の
城
下
町
で
あ
る
高
梁
に
早
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

が
伝
道
さ
れ
た
の
は
、
同
志
社
英
学
校
の
創
立
者

で
あ
る
新
島
襄
と
高
梁
の
人
達
の
間
に
古
く
か
ら

の
繋
が
り
が
あ

り
、
そ
の
縁
で

新
島
襄
が
高
梁

ま
で
来
て
伝
道

し
た
の
が
教
会

創
立
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
県
下

最
初
の
女
学
校

を
高
梁
に
創
立

し
た
福
西
志
計

子
さ
ん
や
、
日

本
で
は
じ
め
て

青
少
年
の
感
化
事
業
と
社
会
福
祉
の
先
駆
者
と
な

っ
た
留
岡
幸
助
さ
ん
は
、
教
会
創
立
の
頃
に
洗
礼

を
受
け
た
人
達
で
す
。

し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
道
さ
れ
は
じ
め
た
頃

の
高
梁
で
は
、
町
の
人
達
の
偏
見
は
根
強
く
、
創

立
二
年
後
に
は
、
大
き
な
迫
害
事
件
が
起
こ
り
ま

し
た
。
今
も
礼
拝
堂
正
面
に
あ
る
大
き
な
「
迫
害

石
」
は
こ
の
時
投
げ
込
ま
れ
た
石
で
、
迫
害
の
激

し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
教
会
の
人
達

東
中
国
教
区
へ
よ
う
こ
そ

旭
東
教
会

森

言
一
郎
(も
り

げ
ん
い
ち
ろ
う
)

先
の
教
区
総
会

の
時
、「
森
先
生
、

鰆
の
刺
身
を
教
会

の
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
き
ま
し
た
」

と
い
う
電
話
が
留

守
電
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
季
節
の
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お
刺
身
で
か
ー
る
く
一
杯
ご
飯
を
頂
く
の
が
さ
さ

や
か
な
私
の
幸
せ
と
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。
鰆

の
刺
身
が
こ
ん
な
に
も
美
し
く
、
お
い
し
い
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
我
が
人
生
で

鰆
は
焼
き
魚
で
し
た
が
こ
こ
で
は
違
い
ま
す
。
前

任
地
、
日
本
最
北
の
町
・
稚
内
教
会
に
仕
え
て
い

た
時
、
本
場
の
ホ
ッ
ケ
を
口
に
し
て
驚
い
た
こ
と

に
通
じ
ま
す
。

岡
山
市
東
区
・
旧
西
大
寺
市
に
あ
る
旭
東
教
会

は
、
瀬
戸
内
市
や
備
前
市
方
面
の
伝
道
の
使
命
も

担
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
裸
祭
り
で
知
ら
れ
る
観

音
院
を
中
心
に
発
展
し
た
こ
の
地
域
は
、
小
さ
い

な
が
ら
も
町
の
機
能
が
集
中
し
て
い
て
本
当
に
暮

ら
し
や
す
い
で
す
。
伝
道
者
に
な
っ
て
二
〇
数
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
牧
師
と
し
て
積
む
べ
き
挫
折

や
失
敗
を
幾
つ
も
経
験
し
、
や
っ
と
牧
会
の
ス
タ

ー
ト
地
点
に
立
っ
た
と
い
う
思
い
を
抱
く
こ
の
頃

で
す
。
恵
み
に
応
え
明
る
く
励
み
ま
す
。

今
年
五
五
歳
。
既
に
、
高
校
時
代
の
友
人
た
ち

も
定
年
後
を
視
野
に
入
れ
て
過
ご
し
て
い
る
年
代

で
す
。
や
が
て
隠
退
を
迎
え
た
時
は
、
自
分
の
気

に
入
っ
た
ブ
レ
ン
ド
珈
琲
を
日
替
わ
り
で
お
出
し

す
る
、
ワ
ガ
マ
マ
な
珈
琲
屋
の
親
父
に
な
る
つ
も

り
で
す
。
お
時
間
が
合
え
ば
香
り
高
い
珈
琲
豆
を

ガ
リ
ガ
リ
と
挽
き
、
私
が
ポ
ッ
ト
で
一
杯
ず
つ
ド

リ
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。
旭
東
教
会
へ
是
非
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

倉
吉
教
会

柴
田

彰
(し
ば
た

し
ょ
う
)

鳥
取
県
中
部
に
あ
る
倉
吉
教
会
に
赴
任
し
ま
し

た
。
三
月
ま
で
は
東
北
教
区
の
福
島
県
西
郷
村
に

あ
る
川
谷
教
会
に

在
職
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、

保
育
園
と
児
童
館

の
運
営
責
任
も
担

っ
て
い
ま
し
た
の

で
教
会
附
属
の
め

ぐ
み
保
育
園
の
仕

事
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

東
北
教
区
に
一
八
年
い
ま
し
た
が
、
一
〇
年
以

上
に
亘
っ
て
教
区
内
の
「
協
働
的
宣
教
」
に
つ
い

て
の
考
察
と
プ
ラ
ン
作
成
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
私
の
宣
教
論
の

基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
間
に
教
団
の

宣
教
研
究
所
に
委
託
さ
れ
て
「
ラ
ク
ー
ア
伝
道
研

究
」
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
小
さ
な
群

れ
で
あ
る
が
故
に
宿
し
て
い
る
祝
福
の
発
見
、
そ

し
て
、
成
長
主
義
の
呪
縛
か
ら
の
解
放
は
、
神
学

校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

東
北
教
区
時
代
以
前
に
は
、
埼
玉
の
教
会
で
の

牧
師
と
幼
稚
園
園
長
、
外
国
人
労
働
者
の
人
権
擁

護
の
活
動
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ク
リ
に
あ
る
神
学

校
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
神
学
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
ノ
リ
ノ
リ
の
礼
拝
は
い
い
思

い
出
で
す
。
説
教
の
終
わ
り
は
歌
に
な
り
、
牧
師

は
毎
回
シ
ャ
ウ
ト
し
礼
拝
全
体
が
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ

ブ
で
す
。

人
生
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
複
雑
で
す
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
神
さ
ま
が
導
い
て
下
さ
っ

た
と
し
か
思
え
な
い
経
験
や
出
会
い
の
連
鎖
で
す
。

神
さ
ま
の
な
さ
る
こ
と
は
不
思
議
で
す
。
東
中
国

教
区
の
倉
吉
教
会
に
導
か
れ
た
の
も
、「
神
さ
ま

か
ら
の
何
か
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

米
子
教
会

野
々
川
康
広
(の
の
が
わ

や
す
ひ
ろ
)

こ
の
度
、
米
子

教
会
に
主
任
担
任

教
師
と
し
て
赴
任

致
し
ま
し
た
野
々

川
康
弘
で
す
。
米

子
教
会
で
は
、
役

員
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
積
極

的
に
手
伝
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

新
米
教
師
の
私
で
も
、
何
と
か
仕
え
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
米
子
教
会
に
赴
任
す
る
前
は
、
主
任

教
師
の
指
示
に
従
い
、
教
会
に
仕
え
さ
せ
て
頂
い

て
い
た
の
で
、
わ
り
と
楽
な
気
持
ち
で
教
会
に
仕

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
担
任
教
師

の
時
と
状
況
が
異
な
り
、
現
在
は
、
主
が
私
の
直

接
的
な
上
司
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
祈
り
を
要

し
て
い
ま
す
。
正
直
、
ま
だ
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
な

い
と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

何
か
に
つ
け
、
す
ぐ
に
思
い
煩
っ
て
し
ま
う
私
に
、

主
は
最
近
、
ペ
テ
ロ
の
手
紙
五
章
七
節
「
思
い
煩

い
は
、
何
も
か
も
神
に
お
任
せ
し
な
さ
い
。
神
が
、

あ
な
た
が
た
の
こ
と
を
心
に
か
け
て
い
て
く
だ
さ

る
か
ら
で
す
。」
と
の
御
言
葉
を
示
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
御
言
葉
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

大
き
な
慰
め
に
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
思
い
煩
う
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よ
う
な
弱
い
私
だ
か
ら
こ
そ
、
主
は
私
の
全
て
を

引
き
受
け
て
、
十
字
架
に
架
か
っ
て
下
さ
っ
た
こ

と
を
、
こ
の
御
言
葉
を
通
し
て
思
い
起
こ
さ
せ
て

下
さ
い
ま
す
。
す
ぐ
に
思
い
煩
う
弱
い
私
で
も
、

主
は
愛
し
て
下
さ
り
、
用
い
よ
う
と
し
て
、
遣
し

て
下
さ
っ
た
こ
と
を
信
じ
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

不
器
用
で
、
さ
し
た
る
能
力
も
な
い
私
で
す
が
、

自
分
の
精
一
杯
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米
子
教
会

野
々
川

藍
(の
の
が
わ

あ
お
い
)

こ
の
度
、
米
子

教
会
に
担
任
教
師

と
し
て
赴
任
致
し

ま
し
た
野
々
川
藍

で
す
。
私
は
東
京

都
の
下
町
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
の

で
、
米
子
の
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
て
の
生
活
が
新
鮮
で
す
。
と
に

か
く
、
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
ま
だ
戸
惑
う

こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
祈
り
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

何
と
か
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
幼
い
頃
に
母

に
連
れ
ら
れ
て
教
会
学
校
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
教
会
か
ら
離
れ
、
悩
み
が
多
か
っ
た
高
校

生
の
時
に
機
会
が
与
え
ら
れ
て
、
再
び
教
会
に
行

き
始
め
、
受
洗
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
女
性
の
韓
国

人
の
宣
教
師
が
開
拓
し
て
い
た
教
会
で
し
た
。
礼

拝
は
日
本
語
で
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
よ
り

も
韓
国
人
留
学
生
が
少
し
ず
つ
救
わ
れ
て
行
き
、

私
は
日
本
に
い
な
が
ら
、
青
春
期
を
韓
国
人
の
お

に
同
志
社
大
学
神
学
部
に
三
年
編
入
し
、
同
志
社

大
学
神
学
研
究
科
を
修
了
後
に
、
二
〇
〇
五
年
に

茨
城
地
区
の
水
戸
教
会
に
、
新
潟
地
区
の
燕
教
会

か
ら
新
発
田
教
会
に
赴
任
し
ま
し
た
。
中
学
高
校

で
は
野
球
部
に
所
属
し
、
卒
業
後
も
同
期
の
部
員

で
草
野
球
チ
ー
ム
を
結
成
し
社
会
人
に
な
っ
て
も

続
け
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
時
は
中
央
大
学
二
輪

愛
好
会
と
い
う
オ
ー
ト
バ
イ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

モ
ト
ク
ロ
ス
の
草
レ
ー
ス
や
ツ
ー
リ
ン
グ
で
様
々

な
所
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
聖
日
で
草
野

球
の
第
一
と
第
三
試
合
の
合
間
を
ぬ
っ
て
オ
ー
ト

バ
イ
で
教
会
に
行
き
ま
し
た
ら
、
自
分
で
も
何
か

場
違
い
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
こ
の
後
何
回
か
あ

り
ま
し
た
が
。
社
会
時
代
を
通
し
て
初
め
て
の
岡

山
県
、
初
め
て
の
関
東
教
区
以
外
の
地
区
に
赴
任

し
て
未
だ
不
慣
れ
や
不
安
な
面
が
あ
り
ま
す
が
、

教
会
や
出
会
う
皆
様
の
温
か
さ
に
日
々
励
ま
さ
れ

て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
小
さ
き
器
の
私
で
す
が
、

教
区
の
皆
様
の
お
祈
り
と
お
支
え
を
賜
り
共
に
歩

み
た
く
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

東
中
国
教
区
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
体
制
が
新
し

く
な
り
、
今
回
の
誌
面
は
、
紹
介
記
事
と
写
真
の

多
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
教

区
ニ
ュ
ー
ス
誌
委
員
会
も
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
、

新
体
制
の
も
と
新
た
な
企
図
を
思
い
描
い
て
い
ま

す
。
新
し
く
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
よ

り
一
層
、
主
の
御
業
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
、
祈

り
つ
つ
。

(Ａ
・
Ｆ
)

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
家
族
の
よ
う
に
可
愛
が
ら

れ
て
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
は
、
私
に
与
え
ら
れ
た
召
命
を
信
じ
、

今
日
伝
道
師
と
な
る
ま
で
懸
命
に
祈
り
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
の
両
親
が
、
私
が
大
学
時
代

に
次
々
に
癌
で
召
さ
れ
、
悲
し
い
思
い
や
寂
し
い

思
い
も
し
ま
し
た
が
、
主
は
愛
情
豊
か
な
方
々
と

出
会
わ
せ
て
く
だ
さ
り
、
大
い
に
慰
め
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
ま
た
苦
難
を
通
し
て
、
信
仰
が
度
々
振

る
わ
れ
ま
し
た
が
、
信
仰
と
は
、
私
の
頑
張
り
で

は
な
く
、
た
だ
た
だ
主
の
御
業
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
頂
き
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
私
で
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

倉
敷
水
島
教
会

松
井

初
(ま
つ
い

は
じ
め
)

初
め
ま
し
て
こ

の
四
月
一
日
に
関

東
教
区
新
潟
地
区

の
新
発
田
教
会
か

ら
倉
敷
水
島
教
会

に
赴
任
し
ま
し
た

松
井
初
で
す
。
一

九
六
〇
年
東
京
都

武
蔵
野
市
に
生
ま
れ
六
四
年
か
ら
府
中
市
で
育
ち

ま
し
た
。
子
供
の
時
よ
り
両
親
と
一
緒
に
国
立
教

会
に
通
い
、
二
〇
〇
〇
年
の
礼
拝
時
に
宍
戸
達
牧

師
か
ら
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
地
元
の
小
中
学
校

や
都
立
小
平
高
校
に
通
い
、
そ
の
後
中
央
大
学
経

済
学
部
を
卒
業
後
に
社
会
人
を
経
て
二
〇
〇
二
年


